
CONPAS試験運用期間中の待機場・ゲート利用について
～大阪港夢洲コンテナターミナル(DICT)において試験運用を行います～
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試験運⽤期間中は、17番・18番レーン
をCONPASレーンとして使⽤します。

CONPAS予約⾞両(2レーン分)

試験運⽤期間中は、待機場出⼝にて
誘導員が交通整理しますので、指⽰に従っ
てください。
※CONPAS予約⾞両を優先して誘導します。

誘導員

待機場⼊⼝では、従来通り誘導員の指⽰に
従ってください。

ターミナル誘導員
(従来より配置)

通常⾞両(16レーン分)

試験運⽤期間中は待機場内に看板や
バリケードを設置いたしますので、
安全運転でお願いいたします。

：通常⾞両
：CONPAS予約⾞両

DICT(C10ゲート)を利用するドライバーの皆様へのお願い

C
N
P
A

O

S

←

 CONPAS試験運⽤期間中の搬出待機場の利⽤⽅法について

• DICT(C10ゲート)を利⽤する通常⾞両(搬出)のドライバーの皆様は、1〜16番
レーンに整列をお願いいたします。

• 17番及び18番レーンはCONPAS予約⾞両(実⼊り搬出)が使⽤しますので、通常⾞
両は進⼊しないようご協⼒をお願いします。

• 待機場⼊場時には、従来通りターミナル誘導員に指⽰されたレーンへ進⼊してく
ださい。

• 待機場出⼝には、通常⾞両とCONPAS予約⾞両の交通整理のため、誘導員を配置
いたします。待機場退場時には、誘導員の指⽰に従ってください。

• 待機場出⼝からC10ゲートまでは通常⾞両と同様のルートをCONPAS予約⾞両が
⾛⾏します。

2023年7⽉18⽇(⽕)〜8⽉10⽇(⽊)にCONPAS試験運⽤をDICTで実施します。
本試験運⽤期間中は、通常⾞両(CONPASで予約をしていない⾞両)とCONPAS予
約⾞両で搬出⽤待機場及びC10ゲート利⽤⽅法が⼀部異なりますので、ご協⼒と
ご注意をお願いいたします。

裏⾯に続く→



 CONPAS(Container Fast Pass)とは、コンテナターミナルのゲート前混雑の
解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を図ることでコンテ
ナ物流の効率化及び⽣産性向上を実現することを⽬的として、国⼟交通省が
開発したシステムです。

 阪神港における導⼊を⽬指して、試験運⽤を⾏っているところです。
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阪神港におけるCONPASのイメージ

 問合せ先

※ 阪神港CONPASの独⾃機能

【参考】CONPASについて

国⼟交通省 近畿地⽅整備局 クルーズ振興・港湾物流企画室 廣瀬(ひろせ)TEL：078-391-3102
阪神国際港湾株式会社 事業開発部 担当：加計(かけい) TEL：078-855-2240

試験運⽤期間中のCONPAS予約⾞両(実⼊り搬⼊)のC10ゲート利⽤について
• C10ゲート⼿前の下記に⽰す位置でCONPAS予約⾞両(実⼊り搬⼊)が予約

確認を受けるために⼀時停⾞しますのでご注意ください。

• 通常⾞両(実⼊り搬⼊)のドライバーの皆様は従来通りのゲート利⽤をお願
いいたします。（CONPAS予約⾞両はHDSレーンもしくは第8レーンを使
⽤します。）

CONPAS予約⾞両(実⼊り搬⼊)は
HDSレーンもしくは第8レーンを使⽤

CONPAS予約車両の一時停車位置 CONPAS予約車両の使用レーン

CONPAS予約⾞両(実⼊り搬⼊)は
予約確認を受けるため⼀時停⾞


